施設処遇会議　議事録

H19.1.22　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：村田I.O.O・

小坂・山口・三浦・小松・原・小笠原・山田・佐々木

（欠席者：長谷部G.O.M・秋山Ｇ.Ｏ.M・清水G.O.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：佐々木

議題

１：長瀬　紘一郎　様（青明舎利用者様）の処遇について

２：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：上久保　善郎　様（青山荘利用者様）の処遇について

１：長瀬　紘一郎　様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

①食道狭窄　・食物を多く口に運び再度詰まらせる

· 詰まった食物を取れないからとの理由でそのままにし、事後報告となる。

介入方法→デイナイトケア・外来と情報を共有し、食事状況の確認・見守り

食事摂取状況についての情報提供・情報収集

詰まった時の対応。必要があれば病院受診同行。

　　②保清を保つ事が出来ない。

介入方法→・関係機関（デイナイトケア・外来・青山荘・青明舎）で情報を共有して本人の状態を確認する。

　　　　　・デイナイトケアで生活技術向上（掃除の仕方など）と保清に関するプログラムを提供。

　　　　　・定期的な（月1回）の訪問と、来所時に生活状況の確認を行う。

＜評価＞

　　食事を詰まらせる事がやや多くなってきている。嚥下能力の低下もあるのではないか。食道が2ｍｍ～3ｍｍでケロイド状となっている。平和病院では、現在の粥・極キザミで様子を見るようにとの事。万が一の事があれば青明舎で全て責任が取れるわけでは無い。家族に一緒に病院受診してもらい対処法について具体的に医師より指示を受けてもらう。掃除について、月1回の訪問と学習会で改善できるのか。（実際は難しい。）訪問時に具体例を示さないと、本人と一緒にやっただけでは習得は難しい。訪問の回数を増やすか、出来ない場合は利用できる資源（ヘルパーや訪看）を利用するなど、計画を立て、実施・評価が出来るよう計画を再検討する必要がある。

２：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっている事がある。

介入方法→定期的にスタッフが介入し、物を分別し古い絵などは家族に持っていってもらい私物が増えないようにする。

②時々、妄想発言が聞かれたり、話題の逸脱や状況を考えずに一方的に話す為コミュニケーシ

ョン能力に乏しい為、トラブルの原因になる。

　　　介入方法→・妄想発言に否定も肯定もせず、固有の主張としてまとめる。

· 趣味の話題を一方的にする場合は、ある程度聞き、トラブルにならないように対応する。

· 話題が飛んだりする時は、その都度、今何の話をしているか確認しながら話題の修正をする。

2 ペースメーカーを装着している

介入方法→・毎日バイタルチェックし異常がない事を確認する。

· 日赤にて、定期的に点検がある為付添って不安の解消に努める。

＜評価＞

　荘内でも安定した生活を送れている。身の回りや対人関係にて一部介入は必要であるが、身体面も含め、現状を維持して生活できるように支援を行っていく。

３：上久保　善郎　様（青山荘利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 活動性の低下（自室にいる事が多い・対人交流が苦手）

介入方法→・個別プログラムからはじめ、出来る事は徐々にグループ・集団活動へ移行

· 毎週金曜日に外出日を定め、行った場所を地図に表示していく。

· デイケアでの活動で興味のあることや苦手な事を探す。苦手部分についての練習や活動変更を検討する。

· 対人交流場面が少ない為、プログラムや余暇時間に職員が仲介し、交流場面を設ける。

②体重増加傾向（外泊時の過ごし方）

介入方法→・周辺散策から、器具を使っての運動を行う。毎日の消費カロリーを用紙に記入。

　　　　　・間食は、カロリーを消費した分できる事を本人と決めている。

· 生活習慣病の学習会を行い、毎日体重測定する事で意識を高める。

　③金銭使用（競馬に対する興味）

介入方法→・一定額の使用限度を決定し、計画的に使用する。

· 対人交流マナー、施設利用マナーなどには改善点が多く見られ、また、職員からの注意にも改善されない事から、本人と相談し「マナー貯金」を設けている。

· 賭け事を行う事の本人に対するデメリットを伝える。

　

＜評価＞

以前、競馬に没頭し掛け金に10万単位で投資していた様子。借金について両親は「あったと思う。」との事。本人は無いというが自分で調達・返済していたのでは。食事と運動のコントロール方法について支援が必要。入浴や掃除については、入院時は促しによって行っていたが現在は週に一度掃除、5回以上入浴できている。外出時の服装やマナーについてはアドバイスが必要。保清・服薬に対しては習慣化していく。金銭管理等についても、介入を行いながら今後の経過を見ていく。
